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１.復興に関する情報発信について 

（１）震災・原発事故や復興について知りたい情報 

 

 問１ 震災・原発事故や復興について、あなたはどのような情報を知りたいですか。 

     あてはまるものにいくつでも○をつけてください。（複数回答可） 

 

 

  震災・原発事故や復興について知りたい情報は、「食品や農産物の安全性確保について

の取り組み・モニタリング情報」（64.3％）や「放射線の健康への影響や健康管理に関す

る情報」（59.5％）が多く６割前後となっている。以下、「安心して子育てできる環境づく

りへの取り組み」（42.6％）、「復興へ向けた取り組み」（41.4％）、「除染の進捗などの状況」

（38.8％）が４割前後で続いている。 

 

  

64.3 %

(454人)

59.5 %

(420人)

42.6 %

(301人)

41.4 %

(292人)

38.8 %

(274人)

27.8 %

(196人)

20.7 %

(146人)

20.7 %

(146人)

3.8 %

(27人)

4.0 %

(28人)

2.4 %

(17人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

食品や農産物の安全性確保についての

取り組み・モニタリング情報

放射線の健康への影響や

健康管理に関する情報

安心して子育てできる環境づくりへの

取り組み

復興へ向けた取り組み

除染の進捗などの状況

産業（工業、商業、農林水産業など）

の復興に関する情報

被災者支援に関する情報

賠償に関する情報

特にない

その他

無回答

全 体

（n=706）
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（２）復興が進んでいると感じる情報 

 

  問２ 復興が前に進んでいると感じるのは、どのような情報を得たときですか。  

     あてはまるもの３つまで○をつけてください。            

 

 

  復興が進んでいると感じる情報としては、「避難指示解除など区域の見直しに関する情

報」（36.4％）が最も多く、４割弱となっている。以下、「農業や水産業の再開に向けた動

きに関する情報」（31.3％）が３割台、「道路、海岸など公共土木施設の復旧等に関する情

報」「観光地等の賑わいに関する情報」（それぞれ 27.2％）、「除染が進んでいることを感

じる情報」（23.7％）、「廃炉に向けた動きに関する情報」（20.4％）が２割台で続いている。 

 

  

36.4 %

(257人)

31.3 %

(221人)

27.2 %

(192人)

27.2 %

(192人)

23.7 %

(167人)

20.4 %

(144人)

19.5 %

(138人)

18.1 %

(128人)

14.3 %

(101人)

11.0 %

(78人)

9.8 %

(69人)

6.9 %

(49人)

6.4 %

(45人)

6.1 %

(43人)

5.5 %

(39人)

1.3 %

(9人)

2.4 %

(17人)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

避難指示解除など区域の

見直しに関する情報

農業や水産業の再開に向けた

動きに関する情報

道路、海岸など公共土木施設の

復旧等に関する情報

観光地等の賑わいに関する情報

除染が進んでいることを感じる情報

廃炉に向けた動きに関する情報

子どもたちの笑顔や元気を感じる情報

復興公営住宅の建設・入居に関する情報

本県で開催される全国規模の

イベントに関する情報

新たな産業（再生可能エネルギー産業、

ロボット産業等）の進展に関する情報

新たなことに挑戦している

若者等に関する情報

環境創造センターなど新たな

拠点施設の整備に関する情報

本県を応援している

県外の人に関する情報

文化・スポーツの分野における

本県選手の活躍に関する情報

特にない

その他

無回答

全 体

（n=706）
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（３）復興状況に関する情報の入手先 

 

 問３ 本県の復興の状況に関する情報については主に何で入手していますか。 

     あてはまるものにいくつでも○をつけてください。（複数回答可） 

 

 

  復興の状況に関する情報の入手先は、「テレビ、ラジオのニュースなど」（89.0％）が 

 最も多く、９割弱となっている。以下、「新聞」（73.4％）が７割台、「市町村の広報（広

報誌、テレビ、ラジオ、ホームページなど）」（37.4％）と「県の広報（広報誌、テレビ、

ラジオなど）」（31.0％）が３割台、「国の広報（テレビ、ラジオ、印刷物、ホームページ

など）」（12.6％）と「口コミ」（11.6％）が１割台となっている。 

 

 

  

89.0 %

(628人)

73.4 %

(518人)

37.4 %

(264人)

31.0 %

(219人)

12.6 %

(89人)

11.6 %

(82人)

9.8 %

(69人)

5.0 %

(35人)

3.1 %

(22人)

0.4 %

(3人)

1.0 %

(7人)

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

テレビ・ラジオのニュースなど

新聞

市町村の広報（広報誌、テレビ、

ラジオ、ホームページなど）

県の広報

（広報誌、テレビ、ラジオなど）

国の広報（テレビ、ラジオ、

印刷物、ホームページなど）

口コミ

インターネット（行政以外のページ）

インターネット（県のホームページ、

フェイスブック、ツイッターなど）

行政以外の印刷物

その他

無回答

全 体

（n=706）



 

8 

（４）県の広報活動の満足度 

 

 問４ あなたは、県の広報活動に満足していますか。 

     （ア）～（ク）についてそれぞれ１～５の中であてはまるもの１つに○をつけて 

ください。 

 

 

  

(ア)広報誌： 

ふくしまから　はじめよう。

ゆめだより

(イ)新聞：県政特集 

（福島民報・福島民友）

(ウ)テレビ：キビタンGO! 

（福島テレビ）

(エ)テレビ：Let'sチャレンジ！ 

ふくしま（福島放送）

(オ)ラジオ：キビタンスマイル 

（ふくしまFM）

(カ)インターネット： 

県ホームページ

(キ)インターネットFacebook 

（フェイスブック）

「ふくしまから　はじめよう。」

(ク)インターネット：YouTube 

（ユーチューブ）

「福島県公式チャンネル」

7.6 %

(54人)

12.9 %

(91人)

4.2 %

(30人)

3.7 %

(26人)

2.5 %

(18人)

1.7 %

(12人)

1.3 %

(9人)

1.4 %

(10人)

35.8 %

(253人)

45.9 %

(324人)

19.3 %

(136人)

16.6 %

(117人)

9.9 %

(70人)

9.6 %

(68人)

5.8 %

(41人)

4.5 %

(32人)

14.7 %

(104人)

12.7 %

(90人)

9.2 %

(65人)

8.2 %

(58人)

5.5 %

(39人)

6.2 %

(44人)

5.5 %

(39人)

4.5 %

(32人)

4.5 %

(32人)

5.2 %

(37人)

3.1 %

(22人)

2.7 %

(19人)

3.7 %

(26人)

3.4 %

(24人)

1.7 %

(12人)

1.6 %

(11人)

29.0 %

(205人)

17.7 %

(125人)

53.5 %

(378人)

56.9 %

(402人)

64.7 %

(457人)

64.4 %

(455人)

70.4 %

(497人)

72.5 %

(512人)

8.2 %

(58人)

5.5 %

(39人)

10.6 %

(75人)

11.9 %

(84人)

13.6 %

(96人)

14.6 %

(103人)

15.3 %

(108人)

15.4 %

(109人)

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全 体

（n=706）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

見たことがないのでわからない 無回答
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 県の広報活動に「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた『満

足している』計の割合をみると、〈新聞『県政特集（福島民報・福島民友）』〉（58.8％）が

最も多く、６割弱となっている。以下、〈広報誌『ふくしまから はじめよう。ゆめだよ

り』〉（43.5％）が４割台、〈テレビ『キビタン GO!（福島テレビ：毎週木曜日 21:54～22:00）』〉

（23.5％）、〈テレビ『Let's チャレンジ！ふくしま（福島放送：毎週火曜日 20:56～21:00）』〉

（20.3％）が２割台、〈ラジオ『キビタンスマイル（ふくしま FM：毎週月～金曜日 17:30

～17:35）』〉（12.5％）、〈インターネット『県ホームページ』〉（11.3％）が１割台となって

いる。 

  一方、「満足していない」と「どちらかといえば満足していない」を合わせた『満足

していない』計の割合は、〈広報誌『ふくしまから はじめよう。ゆめだより』〉（19.3％）

が２割弱で最も高くなっている。次いで、あまり差がなく〈新聞『県政特集（福島民報・

福島民友）』〉（18.0％）が続いている。以下、〈テレビ『キビタン GO!（福島テレビ：毎週

木曜日 21:54～22:00）』〉（12.3％）、〈テレビ『Let's チャレンジ！ふくしま（福島放送：

毎週火曜日 20:56～21:00）』〉（10.9％）となっている。 
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（５）県外に発信するべき内容 

 

 問５ あなたは、県外の方に、福島県のどのようなことを伝えるべきだと思いますか。 

     あてはまるもの３つまで○をつけてください。 

 

 

  福島県の現状について、県外に伝えたいことは、「農産物や県産品の安全性」（73.5％）

が最も多くなっている。以下、「農産物や県産品の魅力」（31.4％）が３割台、「復興に向

けてがんばる県民の姿」（27.2％）、「観光情報、来県の呼びかけ」（25.8％）、「震災の被害

及び復旧・復興の状況」（22.9％）が２割台、「除染の進捗状況」（19.8％）、「放射線のモ

ニタリング情報」（18.4％）、「被災者の生活状況、被災者の声」（18.1％）、「震災後の応援

に対する感謝の気持ち」（16.0％）、「県内外で開催される本県関係のイベント情報」

（10.1％）が１割台で続いている。 

  

73.5 %

(519人)

31.4 %

(222人)

27.2 %

(192人)

25.8 %

(182人)

22.9 %

(162人)

19.8 %

(140人)

18.4 %

(130人)

18.1 %

(128人)

16.0 %

(113人)

10.1 %

(71人)

9.3 %

(66人)

1.8 %

(13人)

1.1 %

(8人)

1.3 %

(9人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

農産物や県産品の安全性

農産物や県産品の魅力

復興に向けてがんばる県民の姿

観光情報、来県の呼びかけ

震災の被害及び復旧・復興の状況

除染の進捗状況

放射線のモニタリング情報

被災者の生活状況、被災者の声

震災後の応援に対する感謝の気持ち

県内外で開催される

本県関係のイベント情報

再生可能エネルギーやロボット産業

などにおける先進的な取り組み

特にない

その他

無回答

全 体

（n=706）


